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〔目　的〕
メニエール病剖検例の中には、内耳血流障害を強く示唆する所見を呈した報告例もあるよう
に、メニエール病を含む内リンノ1水腫の成因として内耳血流障害は有力な一国子と考えられる。
そこで、メニエール病を含む内リンパ水腫と内耳血流の関連を明確にするために、この両者に
ついての文献的考察、血流測定法に検討を加えるとともに、内リンパ水腫モデル動物を作成し
て、内耳血流測定を行った。また、水腫モデル動物に、メニエール病の臨床によく使用される
薬剤を負荷し、これらの薬剤の内耳血流量に与える影響について検討を行った。
〔方涜及び結果〕
今までに発表されたメニエール病剖検例の検討及びメニエール病を含む内リンノ1水腫の成国
に関する内耳血流障害説の文献的検討をしたところ、内リンノ1水腫の成因として内耳血流障害
が充分予想されるが、内耳血流障害のみで、実験的に内リンノ1水腫を生じた報告はなかった。
現在までに行われてきた様々の内耳血流測定法に検討を加えた結果、現行の内耳血流量測定
法の中では水素クリアランス法による内耳血流量測定が最もすぐれた測定法であると考えられ
た。
水素クリアランス法の内耳への応用について文献的に検討した結果、本法を内耳血流量測定
に用いることは理論的に問題なく、現在までの内耳血流測定では行いえなかった姻牛管血流量
の絶対値測定を行いえる唯一の方法と考えられた。
実際に水素クリアランス法を用いて正常モルモットの桐生管血流量測定を行った。蝿牛管血
流量は、6．7士0．9mg／min／100g（平均値±標準偏差、n＝14）であった。
メニエール病吸収障害モデルと考えられる内リンパ嚢硝酸銀腐蝕法による内リンノ1水腫モル
モットを作成し、水素クリアランス法により的牛管血流量測定を行った。蝿牛管血流量は、
5．5±0．7ml／min／100g（搾こ＝10）であった。内リンノ1水腫モルモットの姻牛管血流量は、
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正常モルモットに比べ有意に低下していた。（危険率1％）また、内リンノ1水腫モルモットの
蛸牛管血流量低下は、組織所見から、水腫モルモットの血管条萎縮に起因するものと推定され
た。
薬剤投与、手術下での水素クリアランス法による内耳への本法の応用は、わずか数例の報告
を散見するに過ぎない。このため水素クリアランス法による薬剤負荷での姻牛管血流量変化の
測定に醸し、適切な実験方法を知るために予備実験を行い、本法の応用に伴う問題点について
検討を加えたところ、本法での蝿牛管血嘩量に対する効果判定は、技術的に可能であり、その
場合の薬剤投与は経口投与が良く、また薬剤の効果判定には、投与なし群と投与群の二群間の
比較が良いと考えられた。
水素クリアランス法を用いて、内リンパ水腫モルモットに内耳疾患に使用されている薬剤投
与、内リンパ嚢開放手術後での蛸牛管血流量測定を行った。塩酸エペリゾン投与では、9．0±
0．77融／min／100g（n＝4）、メシル酸ベータヒスチン、8．1±1．OmWmin／100g（n＝4）、
ダリセロール5．6±1．2nLC／min／100g（n＝4）、内リンノ1嚢開放6．6±1．37TLe／min／100g
（乃こ＝4）であった。内リンパ水腫モルモットの蛸牛管血流量に比べ、塩酸エペリゾン、メシ
ル酸ベータヒスチン投与では、有意に（危険率1％）血流量増加を認めたが、ダリセロール投
与、内リンノ1嚢開放術後では有意差を認めなかった。
〔考案及び結論〕
本実験により水腫モルモットの蝿牛管血流量が正常モルモットに比べ有意に低下していた事
実は、蝿牛管血流量減少が内リンパ水腫の結果として存在したと考えるのが妥当であろう。水
腫モルモットの血管条萎縮は10例中5例に認められたことから、嶋牛管血流量低下が水腫によ
る血管条の萎縮に起因するものと考えるのが最も妥当と思われる。
メニエール病に対しては、各種の血行改善剤が頻用され、手術法としては内リンノ1褒開放が行
われることが多い。本実験では内リンノ1水腫モルモットを用いメニエール病の臨床に使用され
ている薬剤の内耳血流量への効果を確認することができた。今後、内耳に応用される薬剤の、
内耳血流への影響を観察する上で、水素クリアランス法は有力な手段と成りうるであろう。
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学位論文審査の結果の要旨
メニュール病は特発性内リンパ水腫の臨床診断名であるが、一般に内リンパ水腫は内耳血行
障害を伴うと考えられており、実際内リンノ1水腫減負荷剤や滅荷手術とともに各種のいわゆる
血行改善剤がメニエール病に用いられている。ところが内耳は骨色に囲まれたきわめて微細な
器官であるため、内耳の血流量測定は困難をきわめ、いずれの研究も間接的な証明や推定に終
始してきた。本研究は従来のそれに比して、より直接的な手法一水素グリアランス法－を用い
て、正常ならびに内リンパ水腫モルモットの蝿牛血流量を測定し、メニエール病の病態ならび
に血管拡張薬治療の妥当性について検討を加えたものである。
内リンノ1嚢に硝酸銀を注入して内リンパ液の吸収を阻害し内リンノ1水腫モルモットを作成し
た。このモルモットの嫡牛血流量を正常モルモットのそれと比較したところ、有意に低下して
いた。この血行障害は組織学的疲索から蝿牛管血管条の圧迫または萎縮によるものと推定され
た。これらの結果から、内リンノ1水腫形成が嫡牛血流量低下を生じることが示唆された。
続いて、現在メニエール病治療に広く用いられているβヒステンメチレート、塩酸エペリゾ
ン、ダリセロールなどの薬剤を水腫モルモットに投与したり、内リンノ1嚢滅荷術を水腫モルモ
ットに施したところ、βヒスチンメチレートと塩酸エペリゾンの投与が蝿牛血流量を有意に増
加することが明らかとなった。
この実験では、メニエール病の治療に水腫の滅荷をはかることは勿論、内耳血行の改善をは
かることが必要であることを2～3の血管拡張薬の有効性より示唆した。これらの研究成果は
耳鼻咽喉科学の領域に大きく貢献するものであり、医学博士の学位を授与するに十分値するも
のと認められる。
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